
浅麓Walker浅麓Walker
小諸市・軽井沢町のイベント情報などをおしらせします。

《
6
月
介
護
予
防
教
室
》

第
3
回　
6
月
14
日（
金
）

「
音
楽
で
こ
こ
ろ
と
脳
の
健
康
づ
く
り
」

�

（
音
楽
療
法　
そ
の
１
）

講
師

音
楽
療
法
士　
北
畑
道
子
氏

　
季
節
の
歌
や
若
い
頃
に
よ
く
歌
っ
た

歌
。
一
緒
に
歌
っ
て
聴
い
て
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

□
外
出
す
る
機
会
が
減
っ
た（
身
体
の
活

動
性
の
低
下
）

３
つ
以
上
当
て
は
ま
る
と
フ
レ
イ
ル

１
～
２
つ
当
て
は
ま
る
と
フ
レ
イ
ル
予
備

群
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
を
予
防・
改
善
す
る
た
め
に

は
、「
栄
養（
食
生
活・
口
腔
機
能
）」、「
運

動（
身
体
活
動
）」、「
社
会
参
加
」の
３
つ

を
意
識
し
て
、
日
ご
ろ
の
生
活
を
見
直
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
７
月
号
で
は
、
栄
養
に
つ
い
て
詳
し
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル（
F
r
a
i
l
t
y
）と
は

病
名
で
は
な
く
、
筋
力
や
心
身
の
活
力
が

低
下
し
、
健
康
障
が
い
を
起
こ
し
や
す
い

状
態
を
表
す
言
葉
で
す
。

　

高
齢
者
の
多
く
は
フ
レ
イ
ル
を
経
て

要
介
護
状
態
に
至
る
と
い
わ
れ
、
現
在
、

日
本
で
は
予
備
群
を
含
め
る
と
推
定
で

4
5
0
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
な
毎
日
を
過
ご
し
、
健

康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
フ
レ
イ
ル

の
予
防・改
善
が
大
切
で
す
。

※
健
康
寿
命
と
は
、
介
護
を
受
け
た
り
、

寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
せ
ず
に
日
常
生

活
を
送
れ
る
期
間
の
こ
と
で
す
。

□
最
近
体
重
が
減
っ
た（
1
年
間
で
２
～

３
㎏
程
度
）

□
疲
れ
や
す
く
な
っ
た

□
買
い
物
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
２
㎏
程
度
）

な
ど
を
運
ぶ
の
が
困
難
に
な
っ
た（
筋

力
の
低
下
）

□
横
断
歩
道
で
青
信
号
の
間
に
渡
る
の
が

難
し
い

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

︵
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係
︶

�
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知
っ
て
い
ま
す
か
？

�

～
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
～

介
護
の
と
び
ら

https://www.city.komoro.lg.jp

https://www.town.karuizawa.lg.jp/

軽井沢町植物園へお出かけください

丘の上の小山敬三展 2019

小 諸 市

軽 井 沢 町

期間　9月1日（日）まで
場所　軽井沢町植物園展示館
内容　佐久地域の植物について調査研究をされ、軽井沢町植物園を
国内有数の植物園に育て上げた佐藤邦雄博士。佐藤博士が発見し、
新種として記載された植物標本の写真等、その功績を紹介します。

サンショウバラ
本州（富士・箱根地方）の山地に生
える日本に固有な落葉小高木です。
芳香のある淡い紅紫色の花は6月
上旬から中旬頃に見頃を迎えます。

参加者募集　植物観察会

企画展「佐藤邦雄と軽井沢の植物」開催

～山椒に似て山椒にあらず　サンショウバラが見頃を迎えます～

①6月9日（日）「なんじゃもんじゃのき」やサンショウバラ　ほか
②6月23日（日）長野県指定希少野生植物ヤマタバコ　ほか
時間　午前10時30分～正午
場所　軽井沢町植物園
講師　植物園園長
＊参加料　入園料のみ　＊申込不要
＊天候状況などにより、時間の短縮や観察会が中止となる場合があります。
＊入園料　小学生以上100円（展示館入館料含む）

問い合わせ先
小諸高原美術館・白鳥映雪館 （26）2070

問い合わせ先
軽井沢町植物園（48）3337

問
い
合
わ
せ
先

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

「
フ
レ
イ
ル
」セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

問
い
合
わ
せ
先
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課
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防
災
ま
め
知
識

　

日
本
で
は
、
毎
年
千
件
以
上
の
土
砂

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
8

年
で
は
全
国
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
の

件
数
が
3
，4
5
1
件
に
上
り
、
集
計

が
始
ま
っ
た
1
9
8
2
年
以
降
で
最
多

と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
る
と
、

長
雨
や
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
発
生

し
や
す
い
季
節
と
な
り
、
今
ま
で
以
上

に
気
象
情
報
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
雨
量
が
多
い
６

月
を
土
砂
災
害
防
止
月
間
と
定
め
、
防

災
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
災
害
時
に
安
全
な
行
動
が

と
れ
る
よ
う
、
土
砂
災
害
や
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
御
代
田
町
に
潜
む
土
砂
災
害
】

　

土
砂
災
害
は
、
大
き
く
分
け
て「
土

石
流
」「
地
す
べ
り
」「
が
け
崩
れ
」の
３

種
類
が
あ
り
、
町
の
一
部
で
は
、「
土
石

流
」や「
が
け
崩
れ（
急
傾
斜
地
の
崩

壊
）」の
懸
念
さ
れ
て
い
る
場
所
も
あ
り

ま
す
。

●「
土
石
流
」…
山
腹
や
川
底
の
石
な

ど
の
土
砂
が
長
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
谷
筋
を
通
っ
て
一
気
に
下
流
へ

と
流
さ
れ
る
現
象

●「
が
け
崩
れ
」…
斜
面
の
地
表
に
近

い
部
分
が
、
雨
水
の
浸
透
や
地
震
な

ど
で
緩
み
、
突
然
崩
れ
落
ち
る
現
象

【
危
険
な
場
所
を
知
ろ
う
】

　

町
内
に
は
、３
９
８
箇
所
の
土
砂
災

害
警
戒
区
域
等
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
指
定
さ
れ
た
区
域
を
航
空

写
真
の
上
に
示
し
た「
土
砂
災
害
防
災

マ
ッ
プ
」が
あ
り
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ

は
、
各
地
区
の
避
難
所
や
危
険
箇
所
な

ど
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
必
要

な
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
自
宅
周

辺
や
避
難
所
ま
で
の
経
路
に
土
砂
災
害

上
の
危
険
な
場
所
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

防
災
マ
ッ
プ
は
窓
口
に
て
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
開
し
て
い
ま
す
。

【
日
頃
か
ら
情
報
収
集
を
】

　

一
瞬
に
し
て
尊
い
命
や
、
大
切
な
財

産
を
奪
う
土
砂
災
害
は
突
発
的
に
発
生

し
ま
す
。
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

新
聞
の
気
象
情
報
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
防
災
マ
ッ
プ
を
参
考
に
、
避

難
場
所
や
危
険
箇
所
を
確
認
し
、
安
全

な
避
難
が
で
き
る
よ
う
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　
【
６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
】

　文化勲章を受章した、小諸市出身の洋画家・小山敬三の選りすぐりの名品
を展示します。
　この機会に、丘の上の高原美術館で小山敬三の世界をお楽しみください。
期　　間　６月９日（日）～７月15日（月）
内　　容　小山敬三の作品、約15点の展示
開館時間　午前９時～午後5時
閲 覧 料　一般500円・小中学生250円
休 館 日　月曜日

（
広
告
欄
）
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